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の 3 種類の算出方法があります。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

た、輸入の原料は国際情勢などで供給が

左右されたり、どのように作られたものか分

らなかったりします。 

リスクへの備えや安全性を確保するためにも

自給率アップが緊急の課題です。現状を知っ

てできることを考えてみましょう。 

共同購入のページ 
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●食食料料自自給給力力ででみみててみみるるとと・・・・・・ 

・・狭狭いい国国土土…………山が多く平地が少ない日本では牛や豚などの

畜産物の飼料（トウモロコシ・大豆・菜種な

ど）、パンや麺の原料になる小麦・油脂類を

大量につくることができない。  

・・高高齢齢化化とと後後継継者者不不足足…………従事者平均年齢：農業 67.9 歳 

漁業 56.9 歳 林業 46.9 歳   

農業従事者数は今も減り続けている。  

・・農農業業資資源源…………タネ、肥料、農業用資材の輸入依存。                

021 年度、日本の「食料自給率」は先進

国でも最低の水準となりました。いつまでも

輸入に依存していると国内の生産者（作り手）

がいなくなり、農地もなくなり、当たりまえ

に食べていたものを食べることができなくな

る日が来るかもしれません。 

●「食料自給率」ってなんだろう？ 

日本国内で消費された食料のうち、国内で 

生産されたものの割合を示したもので 

① 「重量ベース」 

② 「カロリーベース」 

③ 「生産額ベース」 

の 3 種類の算出方法があります。 

 

 

 ●日本の食料自給率が下がったのはなぜ？ 

 

 

国の政策 

戦後の日本は、第二

次産業の製造業中心

の国に移行したこと 

食生活の変化 

豊かになったことで、

肉・パン・麺・油脂な

どの需要が増えてい 

 ること 

大量消費 

原材料を安く大量に

仕入れるため、海外

からの輸入に頼るよ 

うになったこと 

食食料料自自給給力力とは 

「国の農林水産業が有する

食料の潜在生産能力」を表

すもの。 

農産物は、農地・農業用水

等の農業資源、農業技術、

農業就業者から構成され

る。 

２  ま  

        ぜんぜん足りない 食料自給率 

～食料自給力の現状と私たちができること～ 
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